






この新しい「次世代グリーンテクノロジー」が「植物産業」の中核となること

が期待される。 
 
 
 
論文名 
 
“An additional pathway to translate the downstream ndhK cistron in 
partially overlapping ndhC-ndhK mRNAs in chloroplasts” 
(葉緑体の部分的に重複した mRNA の下流遺伝子を翻訳するためのもうひとつ

の機構) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
図１。タバコ葉緑体ゲノムの遺伝子地図。ゲノムは環状二本鎖 DNA で 79 種の

タンパク質の遺伝子と 35 種の RNA の遺伝子を持つ。遺伝子産物の機能別に色

分けしている。 
 
 
 

図２。試験管内タンパク質合成系の概念図。 
 



図３。二つの遺伝子 ndhC と ndhK のメッセンジャーRNA では、二個のタンパ

ク質の情報が一部重複している（図の中央部）。機構 I によって左の ndhC から

タンパク質が合成されると、右の ndhK の合成は少なくなる。そこで、機構 II
の別の AUG から始まる経路でも合成され ndhK からの合成が増し、両タンパク

質の量が同じになる。 
 
【背   景】葉緑体とは、炭酸ガスを吸収して酸素を放出（環境保全） 
             炭酸ガスから炭水化物を合成（食料生産） 
             強大なタンパク質合成装置を持つ（タンパク生産） 
             ゲノムが花粉に入らない（環境安全性） 
【葉緑体工場】 

 
【基盤技術開発】 
  ・葉緑体ゲノムの詳細解析：外来遺伝子の導入部位の決定 
  ・葉緑体のタンパク合成分子機構の解析：外来遺伝子を葉緑体用に改変し

そのmRNAのタンパク合成活性測定する技術 in vitro (試験管内合成) 系
を開発済 

 
*多くの異種遺伝子の導入・発現が試みられているが、多くは発現しない。我々は分子機構

に基づく mRNA 設計技術を持ち、我々が開発した試験管内タンパク質合成系が唯一の

mRNA 活性測定法である。 
 

図４。葉緑体工学の未来像。 


